
Hyogo Prefecture

兵庫県における

防災DXの推進について

プレゼンテーション



Hyogo Prefecture

✓共有：能登半島地震における現状と課題

✓共有：石川県におけるデジタル技術を活用した取り組み

✓相談：防災DXに係る取組での県内市町連携について

本プレゼンテーションの要旨



Hyogo Prefecture

共有：能登半島地震における現状と課題



Hyogo Prefecture

3大規模地震における被害状況

✓最大震度7クラスの地震は広範囲に甚大な被害をもたらす

✓行政は避難所運営・被災者支援など広範な有事への対応が求められた

出典：内閣府防災情報 https://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/index.html

出典：兵庫県 https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk42/pa20_000000015.html

出典：石川県 https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kouhou/hot/motto-2024summer/documents/250107higai.pdf

阪神淡路大震災（平成7年1月） 能登半島地震（令和6年1月）

居住人口 3,489,000人 72,000人

死者数 6,402名 498人

うち災害関連死 912名 270人

負傷者数 40,092名 1,266人

避難者数（最大） 34,173人

避難所数（最大） 1,152か所 1,300か所



Hyogo Prefecture

4参考 人口減少によるサービス提供機能の消失

出典：国土交通省「国土のグランドデザイン2050」 https://www.mlit.go.jp/common/001060276.pdf



Hyogo Prefecture

5兵庫県域における行政職員数の推移

✓行政を支える職員は25年で大きく減少しているが人口は微減 世帯数は増加

✓より限られた職員数で災害に備える事が求められる

一般行政部門職員数を記載

出典 兵庫県 https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk23/documents/zentai.pdf

出典 兵庫県 https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk25/documents/kenkyuukaihoukokusyo202203.pdf

出典 兵庫県 https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk28/documents/jinjigyouseinounneijoukyouhoukokur612.pdf

出典 兵庫県 https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk25/documents/r6teiinkennri.pdf

県職員 県内市町職員 人口 世帯数

平成11年 9,413人 34,572人 5,531,269人 1,972,525世帯

令和6年 5,979人 27,561人 5,333,911人 2,461,517世帯

減少率 -36.5% -20.3% -3.6% +24.8%



Hyogo Prefecture

6能登半島地震で顕在化した課題

✓インフラ被害により自主避難が多く発生 避難所の把握が困難

✓支援が必要な人の情報を一元管理仕組みがなく避難者の把握が困難

✓最適な生活再建支援の提供が困難

出典 石川県 https://www.pref.ishikawa.lg.jp/johosei/documents/01_wgdocument2.pdf



Hyogo Prefecture

共有：石川県におけるデジタル技術を活用した取り組み



Hyogo Prefecture

8能登半島地震における石川県の取組

✓総合防災情報システムを活用した「避難所情報の把握」

✓被災者支援データベースを整備し「要支援者の把握」

✓被災者支援関連システムを活用した「生活再建支援」

出典：防災DX官民共創協議会令和６年度第１回シンポジウム https://drive.google.com/file/d/18Zk8et2vo0uRA9RetlsFT6FeEaagFP86/view?usp=sharing

https://drive.google.com/file/d/18Zk8et2vo0uRA9RetlsFT6FeEaagFP86/view?usp=sharing


Hyogo Prefecture

9総合防災情報システムによる避難所情報の把握

✓総合防災情報システムへ自衛隊・DMATなどの調査情報を集約

✓総合防災情報システムへ情報を一元化し被災者支援などに活用

出典：防災DX官民共創協議会令和６年度第１回シンポジウム https://drive.google.com/file/d/18Zk8et2vo0uRA9RetlsFT6FeEaagFP86/view?usp=sharing

https://drive.google.com/file/d/18Zk8et2vo0uRA9RetlsFT6FeEaagFP86/view?usp=sharing


Hyogo Prefecture

10被災者支援データベースによる要支援者の把握

✓県・市町が保有する個人情報を被災者支援データベースにより一元管理

✓診療情報ネットワークとも連携し医療情報の包含も志向

出典：防災DX官民共創協議会令和６年度第１回シンポジウム https://drive.google.com/file/d/18Zk8et2vo0uRA9RetlsFT6FeEaagFP86/view?usp=sharing

https://drive.google.com/file/d/18Zk8et2vo0uRA9RetlsFT6FeEaagFP86/view?usp=sharing


Hyogo Prefecture

11被災者支援関連システムによる生活再建支援

✓被災者支援関連システムにより被害情報を電子化・集約

✓被災者データベースが介在する事で他システムとの情報一元化を実現

出典：防災DX官民共創協議会令和６年度第１回シンポジウム https://drive.google.com/file/d/18Zk8et2vo0uRA9RetlsFT6FeEaagFP86/view?usp=sharing

https://drive.google.com/file/d/18Zk8et2vo0uRA9RetlsFT6FeEaagFP86/view?usp=sharing


Hyogo Prefecture

12参考 被災者支援における個人情報の把握

✓個人情報を取得するためにデジタル技術活用が望まれる

✓ 50%がマイナンバーカードを保有していれば半分の手間が削減される

出典：防災DX官民共創協議会令和６年度第１回シンポジウム https://drive.google.com/file/d/18Zk8et2vo0uRA9RetlsFT6FeEaagFP86/view?usp=sharing

https://drive.google.com/file/d/18Zk8et2vo0uRA9RetlsFT6FeEaagFP86/view?usp=sharing


Hyogo Prefecture

相談：防災DXに係る取組での県内市町連携について



Hyogo Prefecture

14国による被災者支援データベースの構築・普及

✓被災者支援データベースは令和6年度に石川県が整備検証に取り組み中

✓国として令和7年度以降の構築・普及を宣言

出典 防災立国推進閣僚会議 https://www.bousai.go.jp/kaigirep/suishin_kakuryou/pdf/dai1kai.pdf
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15兵庫県として今後取り組みたいこと

✓ 3システム（総合防災情報システム・被災者支援データベース・被災者支援関
連システム）の活用には市町と県の連携が必須

✓総合防災情報システム・被災者支援関連システムは危機管理部が必要に応じて
検討中

✓被災者支援データベースについては、デジタル庁の動向を注視しつつ、企画部
デジタル戦略課について取組予定

✓デジタル技術の活用および防災DX推進に向けて、市町の皆様の協力をお願い
したい


